
今年は猛暑と言われています。猛暑とは、最高気温が35度 以上の日が続く

指します。外出される場合は、なるぺく気温の高い1寺 間帯に出歩かないよう

日陰を選んで歩き、適度に建物内に入り、休憩を取るなど
1を

してください。

特にご高齢の方は、在宅中でも熱中症を発症することがあります。

喉が渇いていなくても、身体に熱をため込みやすくなっていますので、

水分補給をこまめに摂 りながら、この夏を健やかにお過ごし下さい。

平成28年
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どなたでもご参加いただけます

碧鰊雹紗誦陽聰祠胚
蜜蝋で作る 練 り香水

開催日時:9月 28日 (水 )

10:30～11:30
開催場所 :当クアプラザ 地功冗刀レーム

参加費は 600円 (精油・容器代)

先着受付順 定員10名
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全国一律で提供されてきた『介護予防訪間介護及び介護予防通所介護』が、介護保険制度

改正によって市町村が取り組む『介護予防 。日常生活支援総合事業 (以下、総合事業)』 に

移行しました。総合事業は、既存の介護事業所によるサービスに加えて、NPOや ボラン

ティアなどによって提供されるサービスをよリー層充実させ、介護予防の取り組みを支援し

てい<ことがねらいのひとつとしてあります。

横浜市においては、平成25年 1月 には高齢化率が21%を超え、超高齢社会となりまし

た。平成37年 (2025年)には、65歳以上の高齢者が97万人、高齢化率は26.1%に達す
ると見込まれています。年老いても住み慣れた地域で人生の最期まで自分らしい暮らしがで

きるよう、地域の実情に合わせた地域包括ケアシステム※を構築することが求められていま
す。※地域包括ケアシステムとは、医療、介護サービスを受けながら、住み慣れた地域で最
期まで暮らせるようにする態勢のことを言います。国は、団塊の世代が75歳以上になる平
成37年をめどに、自治体に整備を促しています。

度浜         碁 花 Z雇読 海と して
●翼7遠到権馘a予聴こ戴 乞″″たガ

高齢者が要支援・要介護状態になることをできるだけ予防するとともに、高齢者
自身の力を活かした自立に向けた支援を行つていきます。     `

●多様で柔軟な生活支援のある地域 ブ<ク
高齢者が住み慣れた地域の中で、人とつながり、生き生きと暮らしてい<ことが
できる、多様で柔軟な生活支援が受けられる地域づくりを行うことを基本的な
考え方とし、総合事業を実施していきます。

以上のことから、横浜市では総合事業を推進してい<ため、地域ケアプラザ等に生活支援
コーディネーター職を配置しました。

これまで 特別養護老人ホーム 緑の郷 に勤めてぃました

地域の皆様 これからどうぞよろしくお願ぃいたします
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①開催日時 ②会 場 ③内 容 ※詳細は当ケアフラザまでお問い合わせください
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各事業のお問い合わせはこちらまで TEL045-901-6665
当ケアプラザ定期開催事業 ブログも随時更新 ! 美しが丘地域ケアプラザ曜ス検

I」 |ヽ

髯
タ パ雙鑢鍾藝華華墨:〔翠鰤

い6ヽき書写の会
どなたでもどうぞ

蜘 申励

9/1 9/15
(木 )13:OO～ 15:OO

写経や書道を行います。道具は ケア

プラザでもお貸出ししています。

参加の皆さん集中して書いています。

1回【Ю円
紙代として

らくがきち ょう

楽画記帳 蜘 申勘

9/16(金 )

1 4iOOヘノ16:00

好きな画材をつかつて自由な視点で

描きます。モチーフは自由。参加の

みなさんお話ししながら描いています。

無 料

歌謡の会
¨ 妨

中

9/20(火 )

10:OO-1 2iOO

アコーディオンの伴奏に合わせて

童謡 00昌歌・ 歌謡曲を前後半30曲
ほど唄います。途中 軽体操あり。

無  料

日本の歌120選
どなたでもどうぞ

申睦
9/26(月 )

13:30-15:OO

歌のリー ドとピアノの伴奏に合わせて

童謡・ 0昌歌・歌謡曲を唄います。
無 料

晰醸権餞守
美しが丘地域ケアプラザ 協力医
ノ」ヽ澤 ク リニ ック  小澤 進

テーマ「認知症は 家族が気づ<」

物忘れや、日時の認識など高齢になればとっさに出て
こないことはよ<ある事です。

認矢□症の症状は、調子のよい場合は正常に見え、治つて
しまったと思える時と、今日は明らかに変だということ
があります。

患者さんが医療機関に長年受診されている場合、緊張感
もあり、意外と症状が認められず、認知症と気づかれず、
見過ごされてしまうことがよ<あります。
日常の生活スタイルや習慣の変化で異常に気付<ことが
ありますが、そのことをよく矢□らないと、その変化が従来
よりあつたのか、認矢□症により最近症状として現れたかを
判断しがた<、 見過ごしてしまうこととなります。

しかし、いつも生活を共にして、その人の性格

や習慣をよく矢□つている家族であれば、早<か
ら症状の変イしに気づきやすいと思います。

実際、認矢□症の患者さん本人が直接医療機関を

受診する場合より、家族に言われたり、付き添

われて受診する場合の方が多いのが普通です。

薔講した方が 記ケo癌 サポーターとなり、その '

0`Pと なるのがオしンジリングです。

認ケ・ 症のこと亡正しくI里解し、認午o症 の人や

蒙凛古あたたかく見守るのが 認供o症 サポー9-
なのです。もし、地域の中で0っ マいる方古

見かltた 崎は、できる範0で
お声古かltマ あlザ ることが

役811です。ケフプラザでは

Fib時 、講座古開催しマいます。
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陽だまり通信ならびにホームページ/ブログ内で表記している個人・ 団体名は許可を得て掲載 しています。 また、個人が特定される画像は特殊加工 して掲載させていただいております。
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